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実習期間：２０１１年５月２日～５月２８日（４週間）
実習先：トロント大学付属
The Hospital for Sick Children, General Paediatrics
１．はじめに
今回，６年次のアドバンスでカナダのトロントにある小児病院，The Hospital for Sick Children（以下
Sick Kids）で実習することができました。過去に住んでいたことがある方は別かもしれませんが，海外へ
行くと実習形式だけでなく生活全てが異なるため非常に困惑したり慣れるまで時間がかかることが多く，前
準備や予備知識が不可欠だと思います。この報告書は今後同じような境遇の方がそうならないために，なる
べく詳しく雰囲気や内容が伝わるように書いてみたつもりです。今後海外実習を希望する後輩の手助けにな
れれば幸いです。
２．海外実習を選択した動機と目的
高校の時，４年間ですが海外に住んでいたことがあったので，英語を話すことはなんとか可能ではありま
した。しかし日本に戻ってから英語力の衰えを自覚し始め，完全に忘れてしまう前に海外で実習をしてみた
いと思ったのがきっかけでした。また，せっかく自由に選択できるのだから今後あまりできないようなこと
をやってみたかったことも決めた理由です。トロントを選んだ理由は，英語の試験を受ける必要がないこと
と英語圏でかつ有名な大学病院であること，それと過去に富山大学から先輩が実習された実績があったこと
の３点です。
目的ですが実習前は海外の医療を見学するという非常に漠然としたものでした。しかしそれだけだと１週
間もあれば十分であり，上の先生からもっと別の目標を持つように指摘されたことから，できるだけ多くの
症例を担当して臨床スキルを磨くことと，感染症についての知識をつけることに目標を変更して実習しまし
た。
３．小児科を選択した理由
トロント大学では非常に幅広い選択肢の中から実習科を選ぶことができます。その中でも特に目に付いた
のが小児科の選択肢が広いことでした。これはひとえに Sick Kids という大きな小児病院があることによる
ものだと思います。ただ自分は専門よりも全般的に小児科を勉強してみたかったことから，専門科ではなく
一般科（General Pediatrics）を選択しました。
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４．実習への準備
トロント大学では毎年海外から留学生を受け入れているため，申込みのシステムが決まっています。それ
には，専用のホームページ（http://admin.med.utoronto.ca/utme/）から決まった期間の間に申し込む必要
があります。ホームページにも書いてあるのですが，毎年応募人数が受入人数を超えてしまうようです。ど
のように選ばれるのかは分かりません。実は自分はその期間にホームページのエラーで申し込むことができ
なかったため半分諦めていたのですが，連絡先の e-mail アドレスからその旨を伝えたところ，１か月後に受
入承認の返事を頂くことができたため登録を開始しました。大学へは予防接種証明書を提出し，同時に就学
ビザ申請（健康診断，履歴書，志望理由書），航空券予約などを済ませました。カナダは滞在６カ月未満の
場合，本来ビザは必要ないのですが医学実習の場合には就学ビザ（Study Permit）が必要になります。こ
れが実際一番大変な手続きで，全て完了するのに２～３カ月くらいかかってしまいました。
住むところは大学が２０～３０くらい候補のホームステイ先を紹介してくれたのですが，ほとんどメールを
送っても音信不通なところばかりでした。１カ月だけという条件が難しかったのかもしれないと思うのです
が，なんとか２箇所から返事が返ってきたため滞在先を決めることができました。
航空券は１月に取りました。この時期はまだ３カ月先（４月）のフライトの時間帯が決まっていなかった
ため，日付だけ予約という形で安くチケットを購入することができました。ただし３月，４月だと倍以上の値
段になっていたので留学が決まったらすぐ予約したほうがいいと思います。
５．持ち物
本については過去の報告書で言われていた Year Note と小児科１００％を持っていきました。その他困った
ことや英語関連のことは病院のコンピューターから調べていたので特に困ることはありませんでした。服装
は病院内では自由と言われていたのですが，男性の医師や医学生はワイシャツにパンツが多かったので気に
なる方は持っていったらいいと思います。女性の方は特に指定はないようです。その他カメラやノートパソ
コン等，必要だと思ったものを持って行きました。
６．病院について
Sick Kids は研究と臨床を両方実施している北米最大規模の小児病院です。ベッドは３７０床あり，最高レベ
ルの専門治療を行っています。病院のデザインは子供病院の中でも特に印象的でかわいらしく，日本でも東
京にある成育医療センターが参考にしているという文章を目にしました。
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７．実習について
１日の予定は決まっていて４週間同じスケジュールで過ごしました。
７：３０ 朝の申し送り
朝７時半に夜番の先生から患者についての申し送りを受けます。そしてチー
ムは Staff１名，Fellow１名，Junior２名，Medical Student２名＋自分の合計
７人いるので，患者を割り振って１日の担当を決定します。私は平均２～３人
で多い日は４人を担当していました。なお，Junior が初期研修医，Fellow が
後期研修医，Staff が上級医師のような感覚です。
８：００～１２：００ ラウンド
申し送りが終わるとチームでラウンドをします。ラウンドでは自分の患者について，入院した理由やそ
の日の治療プランをチームに説明します。申し送りの内容を全て聞き取れなかったり，分からない点が
あったりしても分かる範囲で説明するように求められるので緊張しました。
１２：００～１７：００ 患者の診察・カルテ記入・オーダー出し・退院サマリー
ラウンド後は再度担当患者の診察を再度させてもらいます。この時，患者さんの両親から質問をされる
ことがよくありました。最初は病院の方針が分からず答えられないことも多かったのですが，慣れてきて
答えられるようになると質問以外のコミュニケーションもとれてくるので実習が楽しくなりました。
診察後はカルテに日本と同じ SOAP 方式で記入します。退院サマリーを書かなければいけないことも
ありますが，その時は毎日のカルテで経過まとめます。紙カルテのため，人によって字が読みにくいこと
がありますが，書いているうちに慣れてきます。
薬や検査のオーダーを出すことも学生の仕事でした。当然医師の承認を受けなければそのオーダーが実
施されることはないのですが，薬の種類や具体的な量まで入力する必要があったり，採血一つも毎日行う
べきか吟味しないといけなかったので責任を感じました。日本でやったことがなかったこともあります
が。
ちなみに一番責任を感じたのは『いつ退院するの？』と上の先生から聞かれた時でした。思わずそこま
で学生が決めるのと質問し返してしまったのですが，『当然！』と言われたときは正直驚きが隠せません
でした。
１７：００～ 夜の申し送り
最後に夜番の先生に患者について申し送りをします。自分の患者について夜起こりうる問題点を伝えま
す。
その他，通常スケジュールに加えて曜日ごとにミニレクチャーを実施してくれていました。
Sick Kids の病院玄関 実習していた７B病棟
病院で使っていた badge
学生研修レポート 63
一番面白かったレクチャーが抗菌薬の tasting で，これ
は子供が退院させても抗菌薬の味がよくないとコンプライ
アンスが悪いことから実際に学生で味わってみようという
ものでした。日本では絶対にない新鮮な体験であったよう
に思います。
・症例について
General Pediatrics では非常にバラエティに富んだ症例
を見ることができました。
肺炎，髄膜炎，蜂窩織炎，リウマチ熱，ネフローゼ症候
群，鎌 状 赤 血 球 症 と い っ た common disease か ら
DiGeorge 症候群，小児けいれん，von Recklinghausen
病，川崎病，Pompe 病といった疾患も見ることができました。特に多かったのが感染症で，いわゆる日本
の学生実習では大学で担当する機会が少ない疾患だと思うのですが，現地の学生は抗菌薬の選択や
Empirical therapy など非常に詳しく習っているようでした。このことについて聞いたところ，日本は高齢
者が多いために DM や心疾患などの慢性疾患をより詳しく習うのではないかとお答えを頂き納得しまし
た。さて，私も感染症についてはそこまで詳しくなかったのですが，やはり患者さんの治療を考えるときに
細かく質問をされ，日本でもっと予習してから行けばよかったと後悔しました。
８．トロントの医学教育・学生との触れ合いについて
トロント大学の医学生は，４年制の大学を経た後
で医学部に入学するので非常に長い大学生活を送る
ことになります。大学がカナダで最も優秀というこ
とも相まってモチベーションも非常に高く，勉強熱
心な学生が多かったです。また，カナダでは OSCE
が毎年１～２回行われていて，このことからもわか
りますが臨床スキルが非常に重視されています。先
生だけでなく学生も診察をするのが非常に手慣れて
いて上手だと思いました。
よって残念ながら私から彼らに何かを教えるとか
いうことはあまりなかったように思うのですが，１カ
月同じ病院で過ごし，話したり触れ合うことで，別
の世界で同じように医学の勉強を頑張っている人が
いることや患者を治したいという気持ちが世界共通
であることを学び，自分にとっても良い刺激になりました。
９．トロントの生活について
トロントは治安が非常によく，移動も公共交通機関が整っているので困ることはありません。地図だけ
しっかりしたものがあれば大丈夫です。また移民の町であり，１８０カ国の言葉が飛び交うとガイドに紹介さ
れているくらいなので日本人だからといって問題になることは全くありません。そのため，なんでも住みた
い町ランキング世界トップ１０に入っているとのことです。
月 火 水 木 金
Noon Report Pediatric Grand Round Sit Down Rounds Associate Rounds
Noon Report：その日の症例うち１つについて鑑別診断や検査など詳しく話し合う
Pediatric Grand Round：外から有名な医師や研究者を呼んでレクチャーしてもらう
Sit Down Rounds：Fellow や Junior が自分の研究テーマについてプレゼンしてくれる
Associate Rounds：Junior が学生向けにレクチャーをしてくれる
Tasting した抗菌薬のサンプルたち
一緒に頑張ったトロント大学の学生（Andrew と Erin）
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ただし，同じくランキング世界トップ１０に入っていることがあ
り，それが物価の高さらしいです（ちなみに東京は上位トップ３ら
しいですが）。工面が上手であれば問題ないと思いますが生活費は
大目に持っていかれると良いと思います。
１０．費用（１カナダドル＝８１円）
ビザ： ９２００円
健康診断： ３１０００円
海外旅行保険： ９０００円
交通費： ＄１１８０
宿泊費： ＄８５０
Elective fee： ＄２８０
Malpractice insurance： ＄１５０
Health insurance： ＄６５
生活費： ＄１０００
１１．おわりに
私の念願の海外実習は自分が予想していたよりもはるかにハードワークで要求の高いものでした。しか
し，海外の医療を実際に体験することができたことはめったにない貴重な経験であったと思いますし，何よ
りもこの経験を学生時代のうちにできたことが大きいと思いました。この経験や学んだことを今後医師とし
て働く際に役立てていけたらと考えています。
後輩で選択実習に海外を考えている方がいたら是非とも実際に行ってみてほしいと思います。手続きや言
語等，大変なことはたくさんあると思いますがその分見返りも大きいです。今後へ生かせる経験や自分への
強い刺激になると思います。
最後になりましたが，この度すばらしい機会を与えて下さった山城先生や大学関係者の方々，家族，Sick
Kids で御世話になった Abdul Shahein 先生や Sarah Schwartz 先生，そして患者さんに心から感謝の念を
申し上げます。本当に有難う御座いました。
＄２．４９（＝２００円）のコカコーラ
御世話になったチームのメンバー＋薬剤師さん（左が前半２週間，右が後半２週間）
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